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資料４ 引照聖句

作成 ： 2022/11/15 岡本雅幸

※ 1 特記ない限り日本語訳聖書は「新改訳 2017 」、英語訳聖書は「 NIV 」です

※ 2 集会では、下記の聖句から抜粋してお読みします。

① 詩篇104:1

104:1 わがたましいよ【主】をほめたたえよ。わが神【主】よあなたはまことに大いなる方。あなたは威厳と威光を

身にまとっておられます。

② ルカ1:47

1:47 私の霊は私の救い主である神をたたえます。

③ 詩篇 8:3-4
8:3 あなたの指のわざであるあなたの天あなたが整えられた月や星を見るに

8:4 人とは何ものなのでしょう。あなたが心に留められるとは。人の子とはいったい何ものなのでしょう。あなたが

顧みてくださるとは。」

④ ヨハネ 12:28-29
12:28 父よ、御名の栄光を現してください。」すると、天から声が聞こえた。「わたしはすでに栄光を現した。わた

しは再び栄光を現そう。」

12:29 そばに立っていてそれを聞いた群衆は、「雷が鳴ったのだ」と言った。ほかの人々は、「御使いがあの方

に話しかけたのだ」と言った。

⑤ 詩篇104編（抜粋）

104:1 わがたましいよ【主】をほめたたえよ。わが神【主】よあなたはまことに大いなる方。あなたは威厳と威光を

身にまとっておられます。

104:2 あなたは光を衣のようにまとい天を幕のように張られます。

104:3 水の中にご自分の高殿の梁を置き密雲をご自分の車とし風の翼に乗って進み行かれます。

104:4 風をご自分の使いとし燃える火をご自分の召使いとされます。

104:7 水はあなたに叱られて逃げあなたの雷の声で急ぎ去りました。

104:8 山を上り谷を下りました。あなたがそれらの基とされた場所へと。

104:10 主は泉の水を谷に送り山々の間を流れさせ

104:12 その傍らには空の鳥が住み枝の間でさえずります。
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⑥ カルヴァン 『キリスト教綱要』 2：2：18

それはちょうど、いなずまのひらめく夜、人が野原の真中を行くようなものである。一瞬ひらめくときには、遠く・

広く見はるかすことができる。しかし、たちまちにして視界は消えさって、かれがひと足すすめる前に、夜のや

みの中に没してしまうのである。こうして、道をたどる上には全く助けにならないのである。

⑦ Ⅰテモテ1:15-16

1:15 「キリスト・イエスは罪人を救うために世に来られた」ということばは真実であり、そのまま受け入れるに値す

るものです。私はその罪人のかしらです。

1:16 しかし、私はあわれみを受けました。それは、キリスト・イエスがこの上ない寛容をまず私に示し、私を、ご

自分を信じて永遠のいのちを得ることになる人々の先例にするためでした。

⑧ Ⅰコリント1:18

1:18 十字架のことばは、滅びる者たちには愚かであっても、救われる私たちには神の力です。

⑨ ヨハネ14:1-3

14:1-3 「あなたがたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、またわたしを信じなさい。

14:2 わたしの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなかったら、あなたがたのために場所を用意しに

行く、と言ったでしょうか。

14:3 わたしが行って、あなたがたに場所を用意したら、また来て、あなたがたをわたしのもとに迎えます。わた

しがいるところに、あなたがたもいるようにするためです。

以上


